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脳性麻痺の加齢による二次的障害と機能低下について ………………………… 稲澤明香

脳性麻痺者の成長に応じた環境整備の実際 ……………………………………… 西村　顕，他

脳性麻痺者の加齢による生活機能の低下への医療的支援 …………………… 松井　潔

高齢脳性麻痺者への在宅支援の実際（PT） ………………………………………… 佐藤健三

脳性麻痺者の加齢に対する意識とOTへ求めるもの 
　―4名の脳性麻痺者のインタビューをもとに ……………………………………………… 森本誠司

高齢脳性麻痺者への在宅支援の実際（ST） ……………………………………… 長久奈緒子

脳性麻痺者の加齢による変化と対応の実際

※都合により誌面が変更される場合がございます。

この4月，ソメイヨシノの開花が遅れたこともあり，その起源や特性が話題となった。
ソメイヨシノは江戸末期，染井村（現：東京都駒込）の植木職人の手により品種改

良されたもので，自然交配による純粋な子孫はなく，接木で増やされてきたため，多様性
に欠け病気に弱いという。事実，戦後多数植えられた木は 60 年を過ぎ枯れ始めている。ま
たてんぐ巣病にも侵されているという。てんぐ巣病に対する根本的対処法はなく，病にか
かった枝は切るしかないことも枯れに影響しているようである。多様性がないものは，衰
退し滅びの宿命にある。
　さて，労働界はこの多様性，すなわちダイバーシティ（Diversity & Inclusion：多様性
と受容）の考えを導入する企業が増えている。ダイバーシティとは，多様性を受容するこ
とで組織力の強化を図り，チーム力を向上させ，技術や非技術のイノベーションを通して，
労働生産性を向上させ利益を出すとの考えである。多様性の範疇は，女性の活躍推進，働
き方改革の推進，障がい者の活躍推進，外国籍人材育成，LGBT の活躍推進，民族マイノ
リティの活躍推進など幅広い。政府は一億総活躍社会を提唱し，女性活躍や多様な働き方
に向けた改革を進めている。経済産業省では，このような経営をダイバーシティ経営戦略
と定義している。
　このダイバーシティの多様性を受容するという観点からすれば，リハ活動とは，一見親
和性があるように思われる。リハとは，広義でとらえればノーマライゼーション，共生社
会の実現，最近ではインクルーシブ（inclusive）社会に向けた活動とも言われる。日本リ
ハビリテーション病院・施設協会による，地域リハの定義「障害のある子供や成人・高齢
者とその家族が，住み慣れたところで，一生安全に，その人らしく…」しかりである。障
がい者を取り巻く法制面でも，2013 年に障害者差別解消法成立し，2014 年には障害者権
利条約の締結と徐々にではあるが障がい者を取り巻く環境は変化してきた。共生社会へ向
けた思想の進展とその具体化に向けた動きは着実に進んでいる。労働界との違いは，ダイ
バーシティは目的ではなく労働環境の変化に伴う利益追求に向けた手段であるということ
である。ならば，われわれが取り組むリハ活動を手段としたら，労働生産的にはどのよう
な寄与・成果物があるのであろうか。
　今後，医療・介護・福祉の領域にも着実に押し寄せてくると予測されるダイバーシティ
の活動はリハをテーマにする者へ，多少なりともその関係性を考えさせる機会になると思
う。このように考えるのは浅学なリハ観しか持ち合わせない小生だけの感覚であろうか。
 編集委員　佐藤浩二
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